




























教師「え つ 、 I児〈んが押したの？」
Ｗ児がコクッと頷いた。
教師「Ｖ児〈ん、そうなの」



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（友達が自分の,思いを受け入れてくれたうれしさ I児の行為や思いを受け入れる（Ｕ児､Ｍ児、○児、Ｋ児） 受け入れる虚轍…つ達や教師との共通体験劇遊び） §亙譽;ら（友達の要望に応えた後の充実感 反省し、相手を気遣った言葉をかける（Ｋ児）相手の話を聞く
弓墨邑)力心（牌…ロ I児の味方をするような言葉を発する（○児） 刀お互いに謝ったあとの心地よさ数の友達が集う場をつとができる遊具マルチパネ） （進ん 第三者を意識した問いかけをする 第三者を巻き込む友達が味方をしてくれる心強さ 〕麺（我慢する 相手を許せたことと我慢できたことを評価する相手を許すこと )≦芽…の（ぴ ロ 相手の気持ちを考える 状況を客観的に説明する（Ｕ児）手を出すのを我'慢すること児だけの空間（テラス自分たちで遊びをつく上げることができる場’二ｍＩ （ Ｋ児に一緒に遊びたくない理由を聞く友達と一緒に遊ぶ楽しさ相手の思いを










こと） （ 友達を押すという行為について考えさせる 思考を促す
（ I児の行為を本人や近くで見ていたＷ児に確認するつ⑬ 事実の確認較的時間のや行動の自由がきくの着替えの時間 （ ）泣くことで嫌だということを訴える（Ｖ児）／､・自分の思いをﾎ目手に押し付ける
・思い通りにならないと手が出る（叩く、蹴る）
（これらの行動の裏には、友達と一緒に遊びたい、
仲間に入りたいという強い思いがある）
ＬＺ
／
教師の願し、
・相手の気持ちを考えられるようになってほしい
・友達と一緒に遊びたい気持ちを素直に表現してほしい
且
、
ノ
＜一年を振り返って＞
（１）Ｉ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて
．’児は友達との様々なトラブルを通して、相手の思いを聞いたり、自分の行動を振り
返ったりしてきた。そしてその都度「押したらいけないこと」「バカと言ってはいけ
ないこと」等を一つ一つ学んできた。また、お互いの思いを聞き合ったり、相手の気
持ちを考えたりすることを通して、「ごまかしてはいけないこと」「真剣に謝ること」
「相手を許すこと」等も学ぶことができた。
・当初、自分の思いを友達に押し付けてばかりいたＩ児だが、自分勝手ばかりをしてい
たら友達に嫌だと言われたり、許してもらえなかったり、「仲間に入れてもらえない
寂しさ」を学んだりしたことによって、相手の気持ちを考えたり、思いを受け入れた
りすることができるようになってきた。
．’児が自分の思いを押し付けたり、手を出したりする行動の裏には、友達と一緒に遊
びたい、仲間に入りたいという強い気持ちがあった。その気持ちを実現するためには
「我`慢すること」や「許すこと」も必要だということを学んできた。そのようなＩ児
の努力があったからこそ、また、教師もＩ児の気持ちを支えてきたからこそ、「友達が
味方をしてくれた心強さ」や「友達が思いを受け入れてくれたうれしさ」、「友達と一
緒に遊ぶ楽しさ」を学ぶことができたと考えている。
（２）学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわりについて
○環境の構成について
ロープを設置したテラスは４歳児だけの空間であり、友達と一緒に遊んだり、同じ
メンバーで遊びをつくり上げたりと、自分たちで遊びをつくることができる場である。
また、マルチパネは一人では扱うことが困難な遊具であるため、つくる段階でまず
友達とのかかわりが必要になる。そして組み立てられたものには複数の友達（５人程
度、組み合わせ方を工夫すれば１０人以上も可能）が同時に上に乗ることができる。
ざらに、仕切られた独自の空間を形成するので、仲間意識を生みやすく、トラブルも
起こりやすい場となっている。仲間意識が強くなり、友達と一緒に遊びの場をつくる
ことが増えてくる４歳児にとって、マルチパネや大型積木といった大型構成遊具を自
由に使えるようにしておくことは、大切な環境であると考える。
このように、４歳児には、自分たちで場をつくったり、仲間をつくったりすること
ができる環境を用意しておくことが大切である。
○教師や友達のかかわりについて
.’児は自分の思いを押し付けることが多かったため、トラブルもよく起きた。そして
話を聞いても、ごまかすような態度やその場さえ過ぎればいいといった態度が見られ
ていた。そこで、まず、お互いの話を聞き、事実を明確にしてきた。第三者がかかわ
－４９－
っている場合は第三者の話を聞くことで、客観的に振り返ったり、事実を認めたりす
ることができた。
ざらに、自分の行為がどうだったのか、相手の気持ちはどうか等を考えさせる援助を
してきた。また、状況に応じて、切り返したり、理由を明確にしたり、時には諌めた
りしてきた。それらの教師のかかわりにより、改めて自分の行為を振り返ることがで
きたり、謝ろうとする気持ちが芽生えたりすることにつながった。
Ｉ児は、してはいけないことや相手の気持ちを理解することはできていた。しかし、
行動につながらなかったり、我慢ができなかったりすることが多かった。そこで、我
慢ができたときや相手を許せたとき等、一つ一つの行動を評価してきた。それにより、
徐々に行動も伴ってきた。その時その場で評価をしていくことが、確かな学びにつな
がると考える。
Ｉ児は様々な友達のかかわりにより、いろいろなことに気づき、学ぶことができた。
いいこともダメなことも、そのままＩ児に返してくれる友達の存在、冷静に見てくれ
る友達がＩ児にとっては大きかった。その友達に対し、自分も誠意をもって応えなけ
ればいけないという気持ちをもつことができたし、一緒に遊びたい気持ちがあるから
こそ、応えようと努力ができたと考えている。
－５０－
